
昭
和
三
十
七
年
自
治
省
令
第
十
四
号

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

第
八
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
第
五
号
及
び
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
一
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
用
語
の
意
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
辺
地
度
点
数
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
地
域
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
た
へ
ん
ぴ
な
程
度
を
示
す
点
数
を
い

う
。

二
　
駅
又
は
停
留
所
　
最
短
の
距
離
（
地
域
の
中
心
（
第
三
条
の
地
域
の
中
心
を
い
う
。
）
か
ら
通
常
利
用
す
る

場
合
に
お
け
る
経
路
の
う
ち
最
短
の
も
の
の
長
さ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
る
交
通
機
関
の
駅
又
は
停
留

所
を
い
う
。

三
　
小
学
校
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
小
学
校
の
本
校
を
い
う
。

四
　
中
学
校
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
中
学
校
の
本
校
を
い
う
。

四
の
二
　
義
務
教
育
学
校
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
義
務
教
育
学
校
の
本
校
を
い
う
。

五
　
高
等
学
校
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
高
等
学
校
（
定
時
制
の
課
程
の
み
の
高
等
学
校
を
除
く
。
）
の
本
校
を
い

う
。

五
の
二
　
中
等
教
育
学
校
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
中
等
教
育
学
校
の
本
校
を
い
う
。

六
　
医
療
機
関
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
病
院
又
は
診
療
所
を
い
う
。

七
　
郵
便
局
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
郵
便
局
を
い
う
。

八
　
船
着
場
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
定
期
航
行
船
の
発
着
場
を
い
う
。

九
　
交
通
機
関
　
旅
客
運
賃
を
徴
し
て
交
通
の
用
に
供
す
る
鉄
道
、
軌
道
及
び
索
道
並
び
に
一
般
乗
合
旅
客
自
動

車
を
い
う
。

十
　
定
期
航
行
　
船
着
場
を
有
す
る
海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規

定
す
る
旅
客
定
期
航
路
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
交
通
を
い
う
。

十
一
　
近
傍
の
市
役
所
等
　
最
短
の
距
離
に
あ
る
市
の
事
務
所
若
し
く
は
当
該
地
域
を
含
む
郡
の
中
心
と
認
め
ら

れ
る
町
若
し
く
は
村
の
事
務
所
又
は
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
務
所
で
あ
っ
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
を

い
う
。

十
二
　
本
土
　
本
州
、
北
海
道
、
四
国
、
九
州
及
び
沖
縄
の
本
島
（
本
土
に
至
近
の
距
離
に
あ
る
た
め
、
定
期
航

行
に
よ
ら
な
く
と
も
本
土
と
の
交
通
が
容
易
な
島
を
含
む
。
）
を
い
う
。

十
三
　
島
　
本
土
以
外
の
島
（
本
土
の
岬
等
に
あ
る
た
め
、
専
ら
海
上
の
交
通
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域

を
含
む
。
）
を
い
う
。

十
四
　
財
政
力
指
数
　
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
算
定

し
た
市
町
村
の
基
準
財
政
収
入
額
を
同
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
市
町
村
の
基
準
財
政
需
要

額
で
除
し
て
得
た
数
値
で
当
該
年
度
前
三
年
度
内
の
各
年
度
に
係
る
も
の
を
合
算
し
た
も
の
の
三
分
の
一
の
数

値
を
い
う
。

十
五
　
特
定
振
興
山
村
　
山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

さ
れ
た
振
興
山
村
で
、
財
政
力
指
数
が
〇
・
四
未
満
で
あ
る
市
町
村
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
過
疎
地
域
の
市

町
村
（
以
下
「
過
疎
地
域
の
市
町
村
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
区
域
内
に
所
在
す
る
も
の
を
い
う
。

十
六
　
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
市
町
村
　
半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
市
町
村
（
過
疎
地
域
の
市
町
村
を
除

く
。
）
を
い
う
。

（
へ
ん
ぴ
な
程
度
の
基
準
）

第
二
条
　
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下

「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
へ
ん
ぴ
な
程
度
の
基
準
は
、
当
該
地
域
に
つ
い
て
の

辺
地
度
点
数
が
百
点
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
前
項
の
辺
地
度
点
数
の
算
定
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
地
域
が
本
土
に
あ
る
場
合
は
、
当
該
地
域
に
係
る
別
表
第
一
の
上
欄
の
一
か
ら
八
ま
で
に
掲
げ
る
要
素

に
係
る
距
離
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
単
位
距
離
で
除
し
て
得
た
数
値
（
小
数
点
以
下
の
端
数
は

切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
一
点
を
乗
じ
て
得
た
点
数
（
五
十
点
以
上
と
な
る
と
き
は
五
十
点
と
す
る
。
）

の
合
計
点
数
に
、
当
該
地
域
に
係
る
別
表
第
二
の
上
欄
の
一
、
二
及
び
四
か
ら
八
ま
で
に
掲
げ
る
要
素
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
該
当
点
数
の
合
計
点
数
を
合
算
す
る
こ
と
。

二
　
当
該
地
域
が
島
に
あ
る
場
合
は
、
当
該
地
域
に
係
る
別
表
第
一
の
上
欄
の
二
か
ら
十
ま
で
に
掲
げ
る
要
素
及

び
当
該
地
域
に
係
る
別
表
第
二
の
上
欄
の
三
か
ら
八
ま
で
に
掲
げ
る
要
素
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
前
号
の
計
算
の

例
に
よ
り
算
定
し
て
得
ら
れ
た
点
数
を
合
算
す
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
の
算
定
に
お
い
て
、
別
表
第
一
の
上
欄
の
二
又
は
三
に
掲
げ
る
要
素
に
係
る
距
離
を
用
い
た
場
合
に

お
い
て
は
同
表
の
上
欄
の
三
の
二
に
掲
げ
る
要
素
に
係
る
距
離
は
用
い
な
い
こ
と
と
し
、
同
表
の
上
欄
の
三
の

二
に
掲
げ
る
要
素
に
係
る
距
離
を
用
い
た
場
合
に
お
い
て
は
同
表
の
上
欄
の
二
、
三
及
び
四
の
二
に
掲
げ
る
要

素
に
係
る
距
離
は
用
い
な
い
こ
と
と
す
る
。

四
　
第
一
号
及
び
第
二
号
の
算
定
に
お
い
て
、
別
表
第
一
の
上
欄
の
三
又
は
四
に
掲
げ
る
要
素
に
係
る
距
離
を
用

い
た
場
合
に
お
い
て
は
同
表
の
上
欄
の
四
の
二
に
掲
げ
る
要
素
に
係
る
距
離
は
用
い
な
い
こ
と
と
し
、
同
表
の

上
欄
の
四
の
二
に
掲
げ
る
要
素
に
係
る
距
離
を
用
い
た
場
合
に
お
い
て
は
同
表
の
上
欄
の
三
、
三
の
二
及
び
四

に
掲
げ
る
要
素
に
係
る
距
離
は
用
い
な
い
こ
と
と
す
る
。

３
　
前
項
の
辺
地
度
点
数
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
交
通
機
関
の
な
い
部
分
の
全
部
又
は
一
部
が
次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
要
素
に
係
る
距
離
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
補
正
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
急
こ
う
配
又
は
狭
あ
い
で
あ
る
等
の
自
然
的
条
件
に
よ
り
交
通
が
困
難
な
部
分
が
あ
る
場
合
　
当
該
部
分
の

距
離
に
つ
い
て
は
、
当
該
距
離
に
一
・
五
を
乗
ず
る
。

二
　
急
こ
う
配
か
つ
狭
あ
い
で
あ
る
等
の
自
然
的
条
件
に
よ
り
交
通
が
著
し
く
困
難
な
部
分
が
あ
る
場
合
　
当
該

部
分
の
距
離
に
つ
い
て
は
、
当
該
距
離
に
二
・
〇
を
乗
ず
る
。

（
地
域
の
中
心
）

第
三
条
　
令
第
一
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
地
域
の
中
心
は
、
当
該
地
域
内
に
お
い
て
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
四
百
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
宅
地
の
三
・

三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
の
価
格
が
最
高
の
価
格
で
あ
る
地
点
と
す
る
。

（
令
第
二
条
第
十
五
号
の
施
設
）

第
四
条
　
令
第
二
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
共
同
利
用
施
設
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
共
同
利
用
施

設
及
び
地
方
公
共
団
体
又
は
農
業
協
同
組
合
そ
の
他
の
公
共
的
団
体
が
設
置
す
る
施
設
（
共
同
利
用
施
設
を
除

く
。
）
と
す
る
。

（
令
第
二
条
第
十
六
号
の
施
設
）

第
五
条
　
令
第
二
条
第
十
六
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

一
　
生
産
施
設

二
　
加
工
施
設

三
　
流
通
販
売
施
設

四
　
技
能
修
得
施
設

五
　
試
験
研
究
施
設

（
総
合
整
備
計
画
の
様
式
）

第
六
条
　
公
共
的
施
設
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
が
法
第
三
条
第
一
項
の
総
合
整
備
計
画
を
提
出
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
総
合
整
備
計
画
書
に
議
会
の
議
決
書
の
写
を
添
え
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。附

　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
六
月
一
七
日
自
治
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

1



附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
九
月
一
日
自
治
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
三
月
一
六
日
自
治
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
四
月
一
八
日
自
治
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
三
月
三
一
日
自
治
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
四
月
二
六
日
自
治
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
八
月
九
日
自
治
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
四
月
一
日
自
治
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
六
月
二
五
日
自
治
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
〇
日
自
治
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
四
月
三
日
自
治
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
一
四
日
自
治
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
六
月
一
一
日
総
務
省
令
第
七
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
四
月
二
四
日
総
務
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
一
八
日
総
務
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
四
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

要
素

単
位
距
離
（
単
位
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

一
　
駅
又
は
停
留
所
ま
で
の
最
短
の
距
離

〇
・
二
〇

二
　
小
学
校
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

〇
・
一
七

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

〇
・
三
三

三
　
中
学
校
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

〇
・
三
三

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

〇
・
六
七

三
の
二
　
義
務
教
育
学
校
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

〇
・
一
一

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

〇
・
二
二

四
　
高
等
学
校
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

一
・
〇
〇

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

二
・
〇
〇

四
の
二
　
中
等
教
育
学
校
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

〇
・
二
五

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

〇
・
五
〇

五
　
医
療
機
関
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

〇
・
一
七

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

〇
・
三
三

六
　
郵
便
局
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

〇
・
三
三

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

〇
・
六
七

七
　
当
該
地
域
を
包
括
す
る
市
町
村
の
事
務
所
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

〇
・
六
七

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

一
・
三
三

八
　
近
傍
の
市
役
所
等
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

一
・
六
七

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

三
・
三
三

九
　
船
着
場
ま
で
の
最
短
の
距
離

交
通
機
関
の
な
い
部
分

〇
・
一
三

交
通
機
関
の
あ
る
部
分

〇
・
二
七

十
　
船
着
場
か
ら
本
土
の
定
期
航
行
の
発
着
場
ま
で
の
最
短
の
距
離

〇
・
五
〇

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

要
素

点
数

一
　
駅
又
は
停
留
所
に
お
け
る
交
通
機
関
の
一
日
平
均
運
行
回
数

一
往
復
以
下

二
〇

二
往
復
及
び
三
往
復

一
五

四
往
復
及
び
五
往
復

一
〇

六
往
復
及
び
七
往
復

五

二
　
駅
又
は
停
留
所
に
お
け
る
交
通
機
関
が
積
雪
、
な
だ
れ
、
で
い
ね

い
、
地
す
べ
り
等
の
自
然
的
条
件
に
よ
り
そ
の
運
行
を
休
止
す
る
場
合

に
お
け
る
過
去
三
年
間
の
平
均
運
行
休
止
期
間

三
〇
日
以
上
五
九
日
以
下

一
〇

六
〇
日
以
上
八
九
日
以
下

二
〇

九
〇
日
以
上

三
〇

三
　
船
着
場
か
ら
本
土
ま
で
の
月
間
平
均
の
定
期
航
行
の
回
数

三
〇
回
以
下

七
五

三
一
回
以
上
六
〇
回
以
下

七
〇

六
一
回
以
上
九
〇
回
以
下

六
五

九
一
回
以
上
一
二
〇
回
以

下

六
〇

2



一
二
一
回
以
上
一
五
〇
回

以
下

五
五

一
五
一
回
以
上
一
八
〇
回

以
下

五
〇

一
八
一
回
以
上
二
一
〇
回

以
下

四
五

二
一
一
回
以
上
二
四
〇
回

以
下

四
〇

二
四
一
回
以
上
二
七
〇
回

以
下

三
五

二
七
一
回
以
上
三
〇
〇
回

以
下

三
〇

三
〇
一
回
以
上
三
三
〇
回

以
下

二
五

三
三
一
回
以
上
三
六
〇
回

以
下

二
〇

四
　
当
該
地
域
に
お
け
る
無
点
灯
戸
数
の
全
戸
数
に
対
す
る
割
合

十
割

五
〇

五
割
以
上
十
割
未
満

三
〇

三
割
以
上
五
割
未
満

二
〇

一
割
以
上
三
割
未
満

一
〇

五
　
当
該
地
域
に
お
い
て
電
気
の
供
給
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合

一
〇

六
　
当
該
地
域
に
電
話
が
な
い
場
合

二
〇

六
の
二
　
当
該
地
域
に
お
い
て
携
帯
電
話
が
一
社
も
通
じ
な
い
場
合

一
〇

七
　
当
該
地
域
に
お
い
て
飲
用
水
を
主
と
し
て
天
水
又
は
川
水
等
か
ら

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

三
〇

八
　
当
該
地
域
が
特
定
振
興
山
村
、
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
市
町
村

又
は
島
の
区
域
内
に
所
在
す
る
場
合

二
五

（
た
だ
し
、
当
該
地
域
が
高
速
自
動
車
国

道
、
空
港
等
の
高
速
輸
送
に
係
る
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
他
の
地
域
に
比
較
し
て
著

し
く
低
位
に
あ
る
地
域
を
そ
の
区
域
と
す

る
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
市
町
村
又
は

島
の
区
域
内
に
所
在
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
三
〇
）

別
記
様
式

（辺地の人口　　　　　　　人 面積 ｋ㎡)

　１　辺地の概況

(1) 辺地を構成する町又は字の名称

(2) 地域の中心の位置

　　(3)　辺地度点数　　　　　　　点

　２　公共的施設の整備を必要とする事情

　３　公共的施設の整備計画

　　（単位　千円） 

特 定 財 源

記載上の注意

　１　この計画書は、辺地別に記載するものであること。

　２　「２　公共的施設の整備を必要とする事情」には、辺地の地勢及び住民の日常生
　　活の現況を明記し、施設の整備をはかることが特に必要である事情を記載するこ
　　と。

　３　「３　公共的施設の整備計画」には、計画年度内に整備しようとする公共的施設
　　の事業費等について、施設別、事業主体別に記載すること。この場合において、事
　　業主体が当該市町村以外にあつては、「特定財源」には、当該市町村が負担する経
　　費以外の額を、「一般財源」には、当該市町村が負担する経費を記載すること。

合 計

何々都（道府県）何々市（町村）何々辺地

財　　源　　内　　訳

一 般 財 源

総　合　整　備　計　画　書

事　業　費
一般財源のう
ち辺地対策事
業債の予定額

令和何年度から令和何年度まで　何年間

区　　分

施設名

事業主
体名
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